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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀の金融政策が継続され、企業収益は引き

続き堅調に推移し、雇用情勢の改善、個人消費の持ち直しも見られ、緩やかな回復基調が続きました。しかしながら、

米国や欧州の政治動向、アジア・中東情勢等の地政学リスクなど海外経済の不確実性により、先行きは不透明な状況

で推移しました。

このような経営環境の下、当フジボウグループは中期経営計画『加速17-20』において、計画期間の前半２年間を拡

大に向けての「変革の加速」ステージと位置付け、基本戦略である「収益性の高い研磨材・化学工業品事業の積極的

な拡大」のための基盤創りと「繊維事業の構造改革による反転攻勢」に取り組んでおります。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同期比3,927百万円(18.3％)減収の17,589百万円、営業利益は

2,677百万円(57.7％)減益の1,963百万円、経常利益は2,588百万円(54.3％)減益の2,180百万円となりました。これに

特別損益を加減し、法人税等を差し引いた結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比1,619百万円

(52.9％)減益の1,441百万円となりました。

セグメント別の業績は以下の通りであります。

①研磨材事業

主力の超精密加工用研磨材は、シリコンウエハー用途および半導体デバイス用途（ＣＭＰ）はメモリ・通信用途

等を中心とした好調な半導体需要を受け順調に拡大しております。ハードディスク用途もデータセンター向けサー

バー用需要が高く、堅調に推移しました。しかしながら、液晶ガラス用途はパネル在庫調整が続き、ユーザーのモ

デルチェンジに伴う需要期で前年大幅増となった一般工業用途は反動減となりました。

この結果、売上高は前年同期比3,382百万円減収の5,184百万円、営業利益は2,938百万円減益の1,091百万円とな

りました。

②化学工業品事業

機能化学品および医薬中間体などの受託製造は、機能性材料を中心に新規受注活動を強化し安定生産を継続する

ことができたものの、海外からの原料の入荷遅れおよび一部ユーザーからの受注減少により、フル稼働には至りま

せんでした。

この結果、売上高は前年同期比552百万円減収の4,610百万円、営業利益は159百万円減益の281百万円となりまし

た。

③繊維事業

繊維事業は、インターネットなど新規販売チャネルや「Ｂ.Ｖ.Ｄ.」ブランドのレディス商品の販売が拡大し、Ｏ

ＥＭ製品・共同開発商品は堅調に推移しました。また、百貨店向け商品を中心にこれまで実施した構造改革が、物

流費用の低減など総合的なコストダウンに繋がり、採算性が大幅に改善しました。

この結果、売上高は前年同期比145百万円増収の6,155百万円、営業利益は428百万円増益の509百万円となりまし

た。

④その他

アジアから中南米への輸出をメインとする貿易部門では、天井扇など機械類の輸出は回復傾向となりましたが、

中米カリブ海地域の経済停滞で車両・タイヤなど自動車関連は減少しました。化成品部門は、デジタルカメラ用部

品および医療機器用部品が堅調に推移し、自動車用部品も採算が改善しました。

この結果、売上高は前年同期比138百万円減収の1,639百万円、営業利益は６百万円減益の80百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

流動資産は前連結会計年度末に比べて2,433百万円減少の20,922百万円となりました。これは、主としてたな卸資

産が増加しましたが、法人税や配当金の支払などに伴い現金及び預金が減少したことによります。固定資産は前連

結会計年度末に比べて629百万円増加の27,317百万円となりました。これは、主として研磨材事業における設備投資

に伴い有形固定資産が増加したことによります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて1,803百万円減少の48,240百万円となりました。

(負債)

流動負債は前連結会計年度末に比べて2.336百万円減少の10,055百万円となりました。これは、短期借入金や未払

法人税等が減少したことなどによります。固定負債は前連結会計年度に比べて125百万円減少の7,377百万円となり

ました。これは、主として長期借入金の返済によるものです。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて2,461百万円減少の17,433百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は前連結会計年度末に比べて657百万円増加し、30,806百万円となりました。これは、剰余金の配当に

よる減少が1,029百万円ありましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加が1,441百万円あった

ことなどによります。

　

(キャッシュ・フローの状況)

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、法人税等の支払などがありま

したが、税金等調整前四半期純利益や減価償却費の計上などにより884百万円の収入となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、主として研磨材事業における設備投資により、1,606百万円

の支出となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、借入金の返済や配当金の支払などにより、1,835百万円の支

出となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて2,561

百万円減少の6,135百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

構造改革の効果が顕われてきた繊維事業は好調であるものの、研磨材事業や化学工業品事業が期初の予想を下回

ることなどから、平成29年５月12日に公表した通期の業績予想数値を修正致しました。なお、第３四半期以降につ

いては概ね前回の予想通りとしております。詳細につきましては、本日同時に公表致しました「平成30年３月期第

２四半期連結累計期間の業績予想と実績との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により予想数値

と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,734 6,202

受取手形及び売掛金 8,860 8,456

商品及び製品 2,243 2,274

仕掛品 1,816 2,084

原材料及び貯蔵品 975 1,084

その他 746 839

貸倒引当金 △20 △18

流動資産合計 23,355 20,922

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,671 6,073

機械装置及び運搬具（純額） 5,323 5,286

土地 11,985 11,981

その他（純額） 618 701

有形固定資産合計 23,598 24,042

無形固定資産 403 379

投資その他の資産

その他 2,687 2,896

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 2,686 2,895

固定資産合計 26,688 27,317

資産合計 50,044 48,240
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,457 3,970

電子記録債務 414 395

短期借入金 2,301 1,654

未払法人税等 1,163 352

賞与引当金 674 671

返品調整引当金 89 54

資産除去債務 13 7

その他 3,277 2,949

流動負債合計 12,392 10,055

固定負債

長期借入金 316 211

退職給付に係る負債 4,900 4,836

資産除去債務 237 238

その他 2,049 2,091

固定負債合計 7,502 7,377

負債合計 19,895 17,433

純資産の部

株主資本

資本金 6,673 6,673

資本剰余金 2,174 2,174

利益剰余金 19,750 20,163

自己株式 △569 △570

株主資本合計 28,028 28,441

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 739 904

繰延ヘッジ損益 △7 0

土地再評価差額金 1,274 1,272

為替換算調整勘定 176 225

退職給付に係る調整累計額 △62 △38

その他の包括利益累計額合計 2,120 2,365

非支配株主持分 0 0

純資産合計 30,149 30,806

負債純資産合計 50,044 48,240
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 21,516 17,589

売上原価 12,714 11,400

売上総利益 8,802 6,188

販売費及び一般管理費 4,161 4,225

営業利益 4,641 1,963

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 27 26

固定資産賃貸料 115 116

補助金収入 30 135

その他 39 14

営業外収益合計 214 296

営業外費用

支払利息 12 6

固定資産賃貸費用 33 32

コミットメントフィー 16 17

その他 24 22

営業外費用合計 86 78

経常利益 4,769 2,180

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 ― 4

特別利益合計 0 4

特別損失

固定資産処分損 74 50

減損損失 264 9

関係会社清算損 ― 41

その他 15 1

特別損失合計 355 103

税金等調整前四半期純利益 4,414 2,082

法人税、住民税及び事業税 1,475 569

法人税等調整額 △120 72

法人税等合計 1,354 641

四半期純利益 3,060 1,441

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,060 1,441
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 3,060 1,441

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △97 164

繰延ヘッジ損益 5 8

為替換算調整勘定 △205 49

退職給付に係る調整額 25 24

その他の包括利益合計 △271 246

四半期包括利益 2,788 1,687

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,788 1,687

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 0
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,414 2,082

減価償却費 948 993

のれん償却額 12 12

減損損失 264 9

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13 △1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 147 △30

受取利息及び受取配当金 △29 △29

支払利息 12 6

為替差損益（△は益） △4 0

投資有価証券売却損益（△は益） ― △4

固定資産売却益 △0 △0

固定資産処分損 74 50

関係会社清算損益（△は益） ― 41

売上債権の増減額（△は増加） △2,819 404

たな卸資産の増減額（△は増加） △174 △404

仕入債務の増減額（△は減少） 157 △509

その他 △2 △426

小計 2,987 2,193

利息及び配当金の受取額 29 29

利息の支払額 △12 △6

法人税等の支払額 △533 △1,332

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,470 884

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △386 △1,556

有形及び無形固定資産の売却による収入 11 7

有形固定資産の除却による支出 △12 △27

投資有価証券の取得による支出 △4 △4

投資有価証券の売却による収入 ― 5

その他 ― △30

投資活動によるキャッシュ・フロー △392 △1,606

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △614 △600

長期借入金の返済による支出 △187 △152

自己株式の取得による支出 △0 △1

配当金の支払額 △796 △1,023

リース債務の返済による支出 △55 △57

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,655 △1,835

現金及び現金同等物に係る換算差額 △62 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 359 △2,561

現金及び現金同等物の期首残高 4,099 8,697

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,458 6,135
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

原価差異の繰延処理

定期的な修繕が特定の四半期に行われるために発生する原価差異は、予定原価が年間を基礎に設定されており、

原価計算期間末までに解消が見込まれるため、当該原価差異を繰り延べて処理する方法を採用しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

研磨材
事業

化学
工業品
事業

繊維事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,567 5,162 6,009 19,739 1,777 21,516 ― 21,516

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3 ― ― 3 0 4 △4 ―

計 8,571 5,162 6,009 19,743 1,777 21,520 △4 21,516

セグメント利益 4,030 440 80 4,552 87 4,639 1 4,641

（注） １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車関連事業、化成品事業及

び精製事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去が含まれております。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントに配分していない全社資産において、保有会社における利用計画がなく時価も下落してい

る固定資産について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として認識しました。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては264百万円であります。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

研磨材
事業

化学
工業品
事業

繊維事業 計

売上高

外部顧客への売上高 5,184 4,610 6,155 15,950 1,639 17,589 ― 17,589

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4 ― 1 6 ― 6 △6 ―

計 5,189 4,610 6,156 15,957 1,639 17,596 △6 17,589

セグメント利益 1,091 281 509 1,883 80 1,964 △0 1,963

（注） １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車関連事業、化成品事業及

び精製事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去が含まれております。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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